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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

県
代
表
と
し
て
掴
み
取
っ
た
�

中
学
バ
レ
ー
「
日
本
一
」
の
座

●
鞍
手
町
教
育
委
員
会

鞍
手
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
出
身
で
博

多
女
子
中
学
校
３
年
生
の
芝
野
真
里
奈
さ
ん
（
倉
坂
）。

12
月
26
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
大
阪
市
中
央
体
育
館
及

び
ボ
デ
ィ
ー
メ
ー
カ
ー
コ
ロ
シ
ア
ム
（
大
阪
府
立
体
育

館
）
で
開
催
さ
れ
た
、
第
28
回
全
国
都
道
府
県
対
抗
中

学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
）
に
福
岡
県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、
優
勝

と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。「
福
岡
に

金
メ
ダ
ル
を
」
の
合

言
葉
を
胸
に
選
手
た

ち
が
一
丸
と
な
っ
て

掴
ん
だ
「
日
本
一
」

の
栄
冠
。
こ
れ
か
ら

の
芝
野
さ
ん
の
活
躍

に
期
待
し
ま
す
。

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

女
子
チ
ー
ム
が
優
勝
�
×
２

●
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

●
役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
班

12
月
14
日
に
福
岡
女
学
院
（
福
岡
市
南
区
）
で
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
「
ネ

ク
ス
ト
カ
ッ
プ
２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
、
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
は

女
子
５
年
生
以
下
の
ク
ラ
ス
で
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
12
月
28
日
に
博
多

体
育
館
（
福
岡
市
博
多
区
）
で
開
催
さ
れ
た
「
ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
」
に
お
い
て
も
、

ス
ピ
ー
ド
を
生
か
し
た
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ
ー
と
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮

し
、
女
子
の
ク
ラ
ス
・
１
位
パ
ー
ト
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム

の
活
躍
に
も
、
乞
う
ご
期
待
�

な
お
、
剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
は
、
男
女
ク
ラ
ブ
員
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

●
活
動
日　

毎
週
火
・
木
曜
日
の
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま
で
（
剣
北
小
学
校
体
育
館
）

及
び
、
毎
週
土
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
（
町
民
体
育
館
）

●
問
い
合
わ
せ　

剣
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
代
表
・
上
野
深
雪
☎（
０
９
０
）

７
４
７
５
局
３
８
２
８
番
ま
で

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
男
女
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
。
町
で
は
次
の
と
お
り
、
町
民
・
企
業
等
と
協
力
し

て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
た
め
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
と
き　

２
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

第
一
研
修
室

●
内
容　

▽
講
演
＝
「
女
性
の
参
画
拡
大
に
向
け
て
」

▽
講
師
＝
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｂ
Ｐ
Ｗ
連
合
会
理

事
・
花
崎
正
子
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
福
祉
人
権
課
児
童
人
権
班
☎
４

２
局
２
１
１
１
番
（
内
線
２
４
１
・
２
４
２
）
ま
で

恒
例
の
子
ど
も
ゆ
め
基
金
事
業

親
子
で
本
に
親
し
も
う
�

●
鞍
手
町
文
庫
連
絡
会

鞍
手
町
文
庫
連
絡
会
で
は
、
毎
年
恒

例
の
子
ど
も
ゆ
め
基
金
の
助
成
を
受
け
て
公

開
講
座
を
行
い
ま
す
。
講
師
は
「
と
し
ょ
か
ん
ね
ず
み
」
な

ど
を
刊
行
す
る
株
式
会
社
瑞
雲
舎
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
井

上
み
ほ
子
さ
ん
で
す
。
参
加
は
無
料
で
、
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

●
と
き　

２
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

鞍
手
町
中
央
公
民
館

●
内
容　

演
題
「
絵
本
か
ら
生
ま
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン　

～
作
り
手
と
し
て
伝
え
手
と
し
て
～
」

●
講
師　

井
上
み
ほ
子
さ
ん

●
託
児　

あ
り
（
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要
）

●
問
い
合
わ
せ　

教
育
課
社
会
教
育
班
ま
で

男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト

第
３
回
企
画
・
講
演
会

●
小
島
美
智
子
さ
ん
（
小
牧
）

鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
で
は
、

鞍
手
町
に
男
女
共
同
参
画
が
根
付
く
よ

う
に
行
政
と
協
働
し
て
研
修
会
や
講
演

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
鞍
手
町
男
女
共
同
参
画
ネ
ッ
ト
第

３
回
企
画
・
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

●
と
き　

３
月
７
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

く
ら
じ
の
郷
（
多
目
的
ホ
ー
ル
）

●
内
容　

演
題
「
男
女
共
同
参
画
の
今
～
進
ん
だ
も
の
、

進
ま
な
い
も
の
～
」
鞍
手
町
の
場
合
�

●
講
師　

冨
永
桂
子
さ
ん
（
大
学
講
師
）

●
問
い
合
わ
せ　

小
島
美
智
子
☎
４
２
局
５
２
１
４
番

ま
で
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「
お
ば
ち
ゃ
～
ん
�
」
子
ど
も
が
呼
ん
で

い
る
。「
誰
か
呼
ば
れ
て
ま
す
よ
�
」っ
て
一

応
周
り
を
見
渡
す
。
誰
も
い
な
い
。
そ
う
、

私
の
こ
と
を
呼
ん
で
い
る
。

三
十
七
歳
、
間
違
い
な
く
私
は
お
ば
ち
ゃ

ん
。で
も
気
持
ち
は
ま
だ
ま
だ
二
十
代
。「
お

ば
ち
ゃ
ん
か
ぁ
～
」っ
て
つ
い
笑
い
が
出
る
。

子
ど
も
は
本
当
に
素
直
（
笑
）

私
の
大
好
き
だ
っ
た
母
は
、
口
数
は
少
な

い
が
心
の
優
し
い
世
話
好
き
な
人
だ
っ
た
。

私
が
ま
だ
小
さ
い
子
ど
も
の
頃
、こ
ん
な
出

来
事
が
あ
っ
た
。
一
緒
に
買
い
物
に
行
っ
た

そ
の
お
店
の
前
に
学
生
が
数
人
集
ま
っ
て

話
を
し
て
い
た
。
通
る
人
の
邪
魔
に
な
っ
て

い
た
の
に
、
誰
も
注
意
し
な
か
っ
た
。
母
は

学
生
た
ち
の
所
へ
行
き
、優
し
く
「
邪
魔
に

な
っ
と
う
け
、端
に
よ
け
ん
ね
」
と
促
し
た
。

別
の
機
会
に
そ
の
学
生
と
会
っ
た
。学
生
た

ち
は
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
と
笑
顔
で
手
を
振
っ

て
き
た
。
私
が
中
学
生
の
頃
は
、
生
ま
れ

て
間
も
な
い
弟
が
い
て
、
と
て
も
大
変
だ
っ

た
の
に
、
私
の
入
っ
て
い
た
部
活
動
の
チ
ー

ム
の
試
合
の
応
援
や
送
迎
、い
ろ
ん
な
世
話

ま
で
い
つ
も
や
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
母
に

チ
ー
ム
の
み
ん
な
は
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
、お
ば

ち
ゃ
ん
」と
気
軽
に
声
を
掛
け
て
い
た
。
母

は
素
敵
な
「
お
ば
ち
ゃ
ん
」
だ
っ
た
‥
‥
。

私
は
ま
だ
ま
だ
中
途
半
端
な
お
ば
ち
ゃ

ん
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
先
い
ろ
ん
な
活
動
を

通
し
、た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

い
、
真
剣
に
子
ど
も
と
接
し
、
い
つ
の
日
か

母
の
よ
う
な
立
派
な
お
ば
ち
ゃ
ん
に
な
り

た
い
。

そ
れ
ま
で
は
見
た
目
だ
け
が
完
全
な
お

ば
ち
ゃ
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
、
エ
イ
ジ
ン
グ

ケ
ア
に
力
を
い
れ
て
い
こ
う
と
思
う
（
笑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仲
山
真
澄
さ
ん
（
小
牧
・
37
歳
）
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晴
れ
た
ら
い
い
ね
。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶
芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」
では、紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品について
の 100字以内の感想もお願いし
ます。役場政策推進課☎４２局
２１１１番まで、ご連絡ください。

広報
ぎゃらりー

手編み
木の葉模様のカー
ディガンを娘に編み
ました。裏も表と同じ
ように考えて編まな
いと、一目間違えると
模様が出来ないので
ちょっと気を付けなが
ら編みました。まあま
あの出来上がりでし
た。娘に渡すと喜んで
くれたので私も満足し
ました。

河野ミツエさん
（城ケ崎）

入江ノブ子さん
（新北）俳句

私の家では、
元旦の屠

と そ

蘇の盃
さかずき

は、一番年少の
子から受け取る
ようにしており
ます。

孫
か
ら
の 

屠
蘇
の
盃 

廻
り
来
し

次
回
は
、
楠
田
和
延
さ
ん
（
小
牧
）
で
す
。

最
終
公
演
�

三
桜
会
舞
踊
発
表
会

●
和
田
成
子
さ
ん
（
小
牧
）

花
柳
流
（
奈な

り

と

め

里
乙
女
）

と
藤
間
流
（
勘か

ん
し
け
ん

志
絹
・

勢せ

い

じ路
）
に
よ
る
三
桜
会

舞
踊
発
表
会
を
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。
三
桜
会
最
後
の
公
演
に

な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
誘
い
合

せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

３
月
８
日
（
日
）
午
前
11
時
か

ら
●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

花
柳
奈
里
乙

女
（
和
田
成
子
）
☎
４
２
局

５
６
５
４
番
ま
で

３
月
22
日
は

楽
し
い
春
の
バ
ス
ハ
イ
ク

●
鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
次
の
と
お
り
、
母
子
及
び
父
子
家
庭

の
町
内
保
育
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
バ
ス
ハ
イ
ク

を
実
施
し
ま
す
。
参
加
に
は
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
と
き　

３
月
22
日
（
日
）
午
前
８
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

●
行
き
先　

セ
ン
ト
レ
ジ
ャ
ー
城
島
高
原
パ
ー
ク
（
雨
天
実
施
）

●
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
町
内
保
育
園
児
・
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

40
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

●
集
合
場
所　

Ｊ
Ａ
直
鞍
く
ら
て
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
（
午
前
７
時
30
分
集

合
）

●
参
加
費　

入
園
料
・
昼
食
無
料
（
た
だ
し
保
護
者
は
千
円
。
乗
り
物
パ
ス
券
に
つ

い
て
は
子
の
み
無
料
）

●
申
込
期
限　

３
月
９
日
（
月
）　

※
受
付
は
平
日
の
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
☎
４
２
局
５
３
２
８
番
ま

で


